
酒田地区共同生活事業所には、グループホーム「ポプラ」（定員８名）、グループホーム「あゆみ」（定員７

名）、グループホーム「ひだまり」（定員１１名）の３つのグループホームがあります。

「人として豊かに日常生活を送ることができるよう支援する」ことをモットーに日々、生活しています。

社会福祉法人 親和会
理事長 山本 久喜

〒997-0024
鶴岡市朝暘町4-10

（法人本部）

TEL：0235-64-1769
FAX：0235-24-5335
Mail：info@sinwa-

kai.or.jp
H  P：http://sinwa-kai.jp

※ 書家の梅津玄雲氏（元さごし利用者）に揮毫していただきました。

親和会の基本理念

私たちは、利用者の個

人の尊厳を大切にし、障

害者が地域の中で自分ら

しく生きるための支援を

行うとともに、地域に開

かれ信頼される法人運営

をめざします。

令和5年度事業計画が決定しました

グループホーム「ポプラ」外観

今年3月に開催された第4回理事会・評議員会で、令和5年度の「事業計画」が決定しました。

今年度は、この計画をもとに運営していきます。以下、事業計画の要旨をご紹介します。

▶はじめに
・この3年間はコロナ対策を最大の課題として取り組まざるを得なかった。

・引き続き感染拡大防止対策を実施するとともに、ウィズコロナの視点から新たな展望をもった事

業運営が求められる。

▶利用者への支援向上と働きがいのある職場環境の確立、事業運営の適正化
・当法人は、鶴岡地区・酒田地区に多機能・就労継続支援型5事業所、グループホーム8カ所、あ

わせて事業利用者124名（定員）、グループホーム入居者65名（定員）で運営。さらに、相談支

援事業所、食品工房を運営している。

・利用者支援向上については、各事業所等において、職員の専門性とチームワークを発揮しながら、

一人一人の利用者に向き合い、より良い支援を実践する中で、質の高いサービスの提供に努める。

・一つの事業所行事にとどまらず、法人全体や鶴岡・酒田地区別の交流拡大が行われるように取り

組む。また、自立を目指す支援、工賃向上に向けての支援、利用者の課題や困難に対して関係部門

が連携、問題解決に向ける。

・グループホームでは、利用者の安全・安心、日中活動の支援とサポート体制の確立を図る。とり

わけ、夜間支援従事者（委託）の取り組みを検証し、引き続き安全・安心の生活支援の充実・強化

に努める。

・相談支援事業所においては、相談活動、事業所・グループホーム等との連絡・調整に取り組む。

・生活介護事業所新規開設にむけて法人内に立ち上げたプロジェクト・チームについては、引き続

き長期的視点をもって検討する。

・「虐待防止委員会」について、具体的な取り組みを推進する。

・地域における公益的な取り組みについては、「海の豊かさを守ろう」をテーマに、「庄内の海ク

リーンアップ（海岸清掃）活動」（仮称）に取り組む。

・働きがいのある職場環境の確立に向けて取り組みを強める。職員一人一人の資質向上、研修機会

の拡充、各種研修へ積極的に参加する。職場内研修の充実に努める。

・人事・労務管理面では、人事管理の適正化、全職員との面談の継続、メンタルヘルスケア・ハラ

スメント対策を強めるとともに、年休取得推進や時間外・休日労働の縮減の周知徹底を図る。

・本部・事業所間の連携、事業運営の透明化、コンプライアンス強化、業務継続計画（BCP）の作

成等に取り組む。

▶地域や関係団体との協力共同・連携の強化
・「庄内障がい者地域支援親和会総会」の開催（10月）、「鶴岡地区障害者通所施設協議会」

「社会保障を良くする鶴岡・田川の会」をはじめ地域や行政・関係団体、社会福祉法人きょうされ

ん等との協力共同・連携を強める。

・障がい者の権利保障を目指す取り組みと障がい者が安心して住み続けられる地域社会を目指す。

鶴岡市湯田川・梅林公園にて

やまびこ さ・さ さん

今年は気温も高く、梅の開花と共に春を感じることが

できました。

頂上までは、なかなか勾配がきつかったのですが、無

事に上ることができたと達成感がありました。

頂上のベンチに座りゆっくりしていたら、なんと一輪

の梅が洋服についていました（たまたまついた）。ふも

とから連れてきたそうです。

「好かれたのかな。ふもとの花たちも頂上に来てみて

みたかったのでしょう」

いろんな思いを想像して、ベストショットをパチリ！

これからも、いろんなところに出かけて、「ベスト

ショット」を投稿したいなと思っています。

これからのレクリエーションが楽しみです。

NHK情報番組やままる

「とてけろ」コーナー
で紹介されました❕

（3/29（水）18：10～）

通所後は、お風呂に

入ったり買い物に出かけ

たり、居間でゆっくり過

ごしたりしています。

夕食までは、自由に過

ごしています。

休日は、ゆっくり起き

て、朝から時間をかけて

お風呂に入ったり、昼食

は外食したり、買い物に

出かけたりして過ごして

います。

他の利用者さんと将棋

やマージャンをしたりす

ることもあります。

グループホームをサポートする世話人さん

３カ月ごとに外食レクを

行っています。コロナ禍の

為、現在はテイクアウトで

の食事提供になっています。

グループホーム世話人さんの声

朝・夕の食事を作ったり、利用

者さんの服薬確認をしたりしてい

ます。食事を作って提供するまで

は時間との戦いですが、完食した

お皿を見たときは嬉しいです。

一つお願いがあるとすれば、自

分たちの住むところなので、掃除

は丁寧にしてほしいです。居室も

きれいにしてほしいでです。

グループホームを

利用して（利用者

さんの声）

朝・夕温かい食

事を食べられて、

とても快適です。

また、他の利用

者さんと話しをす

ることができて、

とても快適です！


